
次世代医療システム産業化フォーラム（MDF)

「デジタル医療イニシアティブ（通称：デジタルＭＤＦ）」登録ご案内
～異業種連携・ベンチャー連携による新医療システム・サービス創出～

社会保障費が大きな社会課題となるなか、デジタル技術や新たなテクノロジーやビジネスモデルを活
用した健康・医療イノベーションに注目が集まっています。大阪商工会議所では、２０１８年度より、異
業種連携を通じたデジタル技術・サービスの医療分野での活用展開を目的として、次世代医療システ
ム産業化フォーラム（ＭＤＦ：Medical Device Industry Forum)内に、新たに “デジタル医療イニシアティブ

（通称：デジタルＭＤＦ）”を立ち上げます。デジタル医療イニシアティブでは、国内外におけるデジタル
技術を駆使した製品・サービス事例や、行政や規制の動向を紹介するセミナーのほか、多様なプレー
ヤーとの連携促進にも取り組んで参ります。医療・健康分野への参入を検討する企業様にとって、絶
好の機会ですので、是非会員登録（登録無料）をお願い致します。

◆座 長：妙中 義之（国立循環器病研究センター客員研究員）
◆対 象：デジタル技術を活用した医療技術・サービスの創出に関心のある企業

（モノづくり企業、IT関連企業、保険・金融関連企業、鉄道・運輸関連企業、
住宅関連企業、食品関連企業、物流企業など）

◆会員登録：無料（まずはご登録を！）
◆参 加 費：各事業ごとに頂戴します。（予定）
◆会員登録方法 下記ＵＲＬ、もしくはＱＲコードよりお申し込みください。

https://www.kinki.cci.or.jp/kentei/apply.php?seq=11254

＜お問合せ＞
次世代医療システム産業化フォーラム2018事務局 （大阪商工会議所ライフサイエンス振興担当）
Tel: 06-6944-6484 E-mail: bio@osaka.cci.or.jp

こんな方にオススメ！
・自社のデジタル技術・サービスを医療分野で活用できないか探索している方
・異業種との連携のよる医療・健康関連の新規事業を探索している方
・デジタル技術を活用した医療における課題解決に関心のある方
・デジタル技術等の先端技術を活用した製品・サービスへの投資に関心のある方

DIGITAL MDF

https://www.kinki.cci.or.jp/kentei/apply.php?seq=11254


申込日 平成 年 月 日

フリガナ
会社名

資本金 万円

氏名

部署名 役職名

電子メールアドレス ＠

ＴＥＬ ＦＡＸ

住 所
（〒 － ）

業種・業界

＜該当するものに印をおつけください＞

□製造業
□医療機器
□鉄道・交通
□日用品・食品

□ＩＴ・ソフトウェア
□金融・保険
□小売
□医療・福祉法人

□製薬
□物流・流通
□住宅
□その他（ ）

関心のある分野

□国内デジタルヘルス先進事例
□ベンチャー動向
□大学・研究機関研究シーズ
□医療・福祉現場ニーズ
□その他（ ）

□海外デジタルヘルス先進事情
□規制動向（国内・海外）
□実証事業
□異業種との連携

医療分野でのビジネス
展開状況について

□展開に関心があり、参入方法を検討している
□開発シーズを有し、連携先を探している。
□開発案件を有し、協業先（実証事業含む）を探している。
□既に製品・サービスを有し、協業先（販路拡大含む）を探している。
□その他（具体的に ）

その他ご連絡事項

デジタル医療イニシアティブ（デジタルＭＤＦ） 登録申込書

06-6944-6249 大阪商工会議所ライフサイエンス振興担当 行
ファクシミリ番号のお間違えにご注意下さい。 （☎06-6944-6484）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

(事務局) 大阪商工会議所 経済産業部 ライフサイエンス振興担当
tel: 06-6944-6484 fax: 06-6944-6249 e-mail: bio@osaka.cci.or.jp

＜ＡＩ×医療＞
2016年にはＡＩが患者の正確な白血病の病名をわずか10分で見抜くだけでなく、病名から割り出した適切な治
療法によって患者の命を救ったという発表がなされ、診断支援システムとしての有用性が評価された。医師が
すべての医療情報を把握するには限界があり、大量の情報を記憶し、最適な情報を引き出せるＡＩの活用は、
医療現場を根底から革新する可能性があると期待されている。

＜オンライン診療＞
インターネット通信を利用して、医師が画面の向こう側にいる患者を診察するもの。2018年度診療報酬改定で
「オンライン診療料」「オンライン医学管理料」などの診療報酬が新設され、既に自治体と連携した実証実験
などを通じて、一定の有効性・安全性の評価を得た上で、サービスを上市する企業も登場し、今後ますます注
目を集める分野となっている。

＜海外の動向＞
米国FDAでは、2017年6月にデジタルヘルス・イノベーション・アクションプランを公表し、同年9月には、
デジタルヘルス事前認証パイロットプログラムの参画企業を公表。デジタルヘルスソフトウェアの設計、開発、
バリデーションなど、客観的な基準に基づいて、品質や組織の卓越性を示すデジタルヘルス開発企業（アップ
ル社、グーグル社など）をあらかじめ認証することによって、審査プロセスの簡素化と負荷軽減を図ることを
目的とした規制の在り方の検討を進めている。

デジタル分野×医療を取り巻く現状（例）

※ご記入頂きました情報は、大阪商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用するのをはじめ、講師ならびに
座長等関係者に参加者名簿として配布します。ご了解の上、ご記入ください。

※本事業に関連し発生したトラブル・損害等について、主催団体は、一切の責任を負いません


